
はなバスが通行可能な車道の幅員について

路線を決めて運行を行うバス事業は、その路線（道路）の安全性の確保が求められることから、警察の審査が必要になります。
車両制限令第５条第２項では、「車両の幅は、当該道路の車道の幅員から0.5メートルを減じたものの二分の一を超えないもの（抜粋）」と定められています。
現在コミュニティバス「はなバス」として購入可能な車両の幅は2.08ｍであることから

（ － ） ÷ 2 ≧ （車両の幅） （ × 2 ） + ≦

※道路の幅員から１ｍ減じて車道の幅員を計算しています。（路側帯等の状況により、実際の車道の幅員とは異なります。）

国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp）を基に作成

（必要な車道の幅員）

【路肩通行の制限】

　歩道、自転車道又は自転車歩行者道のいずれをも有

しない道路を通行する自動車は、その車輪が路肩（路

肩が明らかでない道路にあっては、路端から車道寄り

の０.５メートルの幅の道路の部分）にはみ出してはな

らない（車両制限令第９条（抜粋））

【路側帯】

歩行者の用に供し、又は車道の効用を保つため、歩道

の設けられていない道路又は道路の歩道の設けられて

いない側の路端よりに設けられた帯状の道路の部分

で、道路標示によって区画されたもの（道路交通法第

２条第３項の４（抜粋））

車道の幅員(m) 0.50m 2.08m 2.08m 0.50m 4.66m

・一方通行の道路については、車両制限令第５条第１項において、「当該道路の車道の幅員から0.5ｍを減じたものをこえないもの（抜粋）」と定められています。
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資 料 ３

路肩 路肩

必要な車道の幅員 4.66ｍ（一方通行2.58ｍ） 路側帯路側帯
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必要な車道の幅員 4.66ｍ（一方通行2.58ｍ） 東伏見稲荷神社

柳沢
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必要な道路の幅員 5.66ｍ

（一方通行の場合 3.58ｍ）

縁石 0.1ｍ

必要な道路の幅員 6.36ｍ

（一方通行の場合 4.28ｍ）

路側帯がない場合

路側帯がある場合

【凡例】 車道幅員（※）

はなバス通行可能

はなバス通行不可能
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